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国
会
に
お
け
る
財
務
省
官
房
長
の
野
卑
な
発
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
三
十
年
五
月
十
一
日
、
財
務
省
の
矢
野
康
治
官
房
長
は
衆
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
福
田
淳
一
前
事
務
次
官
の
セ
ク
ハ
ラ

問
題
に
関
す
る
自
身
の
発
言
に
つ
い
て
、
「
ほ
と
ん
ど
「
く
そ
野
郎
」
と
い
う
感
じ
で
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
は

申
し
上
げ
て
い
な
い
」
（
以
下
、
当
該
発
言
を
「
〇
〇
野
郎
」
と
表
記
す
る
。
）
と
答
弁
し
、
不
満
を
表
明
し
た
。
矢
野
官
房

長
は
財
務
省
に
よ
る
セ
ク
ハ
ラ
調
査
に
関
し
、
四
月
十
八
日
の
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
会
で
、
被
害
女
性
が
名
乗
り
出
る
こ
と

は
「
そ
ん
な
に
苦
痛
な
の
か
」
な
ど
と
発
言
し
て
い
る
。

国
会
法
第
百
十
六
条
で
は
「
会
議
中
議
員
が
こ
の
法
律
又
は
議
事
規
則
に
違
い
そ
の
他
議
場
の
秩
序
を
み
だ
し
又
は
議
院
の

品
位
を
傷
け
る
と
き
は
、
議
長
は
、
こ
れ
を
警
戒
し
、
又
は
制
止
し
、
又
は
発
言
を
取
り
消
さ
せ
る
」
と
示
し
て
い
る
が
、
こ

の
「
議
院
の
品
位
」
を
維
持
す
る
規
定
は
政
府
参
考
人
に
も
一
定
程
度
妥
当
す
る
も
の
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
衆
議
院
規
則

第
四
十
五
条
の
三
で
は
、
「
委
員
会
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
に
関
す
る
細
目
的
又
は
技
術
的
事
項
に
つ
い
て

審
査
又
は
調
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
府
参
考
人
の
出
頭
を
求
め
、
そ
の
説
明
を
聴

く
」
と
の
規
定
が
あ
り
、
国
会
の
委
員
会
に
お
い
て
も
政
府
参
考
人
が
発
言
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

知
り
え
る
限
り
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
下
の
国
会
で
「
〇
〇
野
郎
」
と
の
発
言
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
と
承
知
し
て
い

一



る
。
か
か
る
野
卑
な
単
語
を
国
会
の
会
議
で
用
い
る
こ
と
が
不
適
切
な
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
も
の
で
、
た
と
え
政
府
参
考
人

の
発
言
と
は
い
え
議
院
の
品
位
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

日
本
国
憲
法
下
の
国
会
の
審
議
に
お
い
て
、
矢
野
官
房
長
の
当
該
発
言
を
除
い
て
、
総
理
大
臣
、
国
務
大
臣
お
よ
び
政
府

参
考
人
が
「
〇
〇
野
郎
」
と
の
発
言
を
行
っ
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

二

日
本
政
府
の
高
官
が
国
会
の
委
員
会
に
お
い
て
「
〇
〇
野
郎
」
な
る
野
卑
な
発
言
を
行
う
こ
と
は
「
議
院
の
品
位
」
を
損

な
う
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
は
あ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

三

国
家
公
務
員
法
第
九
十
九
条
で
は
「
職
員
は
、
そ
の
官
職
の
信
用
を
傷
つ
け
、
又
は
官
職
全
体
の
不
名
誉
と
な
る
よ
う
な

行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
国
憲
法
第
五
十
一
条
で
は
「
両
議
院
の
議
員
は
、
議
院
で
行
つ
た

演
説
、
討
論
又
は
表
決
に
つ
い
て
、
院
外
で
責
任
を
問
は
れ
な
い
」
と
の
規
定
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
主
体
は
「
両
議
院
の

議
員
」
で
あ
り
、
財
務
省
官
房
長
な
ど
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
に
は
必
ず
し
も
妥
当
し
な
い
と
思
料
す
る
。
す
な
わ
ち
、

日
本
国
憲
法
第
五
十
一
条
の
規
定
は
国
会
で
の
国
会
議
員
の
自
由
な
政
治
的
議
論
を
制
度
的
に
担
保
す
る
た
め
の
も
の
で
、

単
に
「
行
政
に
関
す
る
細
目
的
又
は
技
術
的
事
項
に
つ
い
て
審
査
又
は
調
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

二



る
と
き
は
、
政
府
参
考
人
の
出
頭
を
求
め
、
そ
の
説
明
を
聴
く
」
場
合
に
ま
で
妥
当
し
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如

何
。

四

三
に
関
連
し
て
、
財
務
省
官
房
長
が
「
〇
〇
野
郎
」
な
る
野
卑
な
発
言
を
行
う
こ
と
は
、
日
本
国
憲
法
第
五
十
一
条
の
規

定
が
妥
当
せ
ず
、
そ
の
野
卑
な
発
言
は
「
議
院
の
品
位
」
を
傷
つ
け
、
国
家
公
務
員
法
第
九
十
九
条
で
い
う
信
用
失
墜
行
為

に
相
当
す
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

五

財
務
省
官
房
長
は
か
か
る
「
〇
〇
野
郎
」
と
の
発
言
を
取
り
消
し
、
国
会
に
対
し
「
議
院
の
品
位
」
を
傷
つ
け
た
も
の
と

し
て
謝
罪
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


